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き
ょ
う
は
２
部
だ
て

県大裏山に「森の公園」
森林浴や散策ができる癒やしの空間

学
生
ら
に
よ
る
整
備
の
様
子

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー

教
室
受
講
者
募
集

整備された森の自然公園

秋
吉
台
国
際
芸
術
村

ガ
ラ・コ
ン
サ
ー
ト

十
境
の
詩
碑
（
山
口
市
大
内 

乗
福
寺
）

　

弘
世
公
が
大
内
の
地
か
ら
山
口
に

移
っ
た
直
後
の
１
３
７
０（
建
徳
元
）

年
、
明
国
の
使
僧
趙
秩
が
、
弘
世
公

を
訪
ね
、
中
世
の
山
口
の
景
勝
10
カ

所
を
選
び
詩
に
詠
ん
だ
中
の
一
つ
で

〝
金
箔
や
珠
玉
を
ち
り
ば
め
た
、
美

し
い
建
物
だ
（
中
略
）
寺
の
和
尚
は

外
出
し
た
ま
ま
、
ま
だ
帰
っ
て
来
な

い
〞
詩
の
意
訳
は
郷
土
史
家
の
荒
巻

大
拙
氏
で
建
立
は
大
内
文
化
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
。

碑
を
大
き
く
表
現
す
る
た
め
標
準
レ
ン
ズ

を
使
用
し
、
新
緑
の
楓
を
前
に
配
す
る
事

で
春
を
感
じ
さ
せ
る
。

（
ニ
コ
ン
Ｆ
４　

50
㍉　

Ｆ
11　

１
／
125
秒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

県
立
大
学
の
学
生
ら
が
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団

体
・
マ
ロ
ニ
エ
の
森
の
会
の

協
力
を
得
て
、
桜
畠
の
同
大

看
護
学
部
棟
裏
の
雑
木
林
を

整
備
。
森
林
浴
や
散
策
が
で

き
る
「
森
の
自
然
公
園
」
を

つ
く
っ
た
。

　

同
大
学
の
裏
手
に
は
広
大

な
敷
地
と
森
が
あ
る
が
、
学

生
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の
人

に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
大
学

か
ら
依
頼
を
受
け
た
林
業
家

ら
が
間
伐
す
る
程
度
で
、
一

般
の
人
が
散
策
で
き
る
状
態

で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大

学
は
、「
せ
っ
か
く
の
自
然

財
産
を
何
と
か
有
効
に
活
用

で
き
な
い
も
の
か
」
と
マ
ロ

ニ
エ
の
森
の
会
と
話
し
合

い
、
地
域
共
生

授
業
（
地
域
実

習
）
お
よ
び
文

部
科
学
省
が
薦

め
る
学
生
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
と
し
て
、

学
生
が
主
体
と

な
っ
て
整
備
を

す
る
こ
と
に
し

た
。

　

実
習
授
業
は

学
生
８
人
が
参
加
し
て
２
月

23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日

間
で
実
施
。
切
り
倒
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
た
木
を
森

の
外
へ
運
び
出
し
た
り
、
山

道
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
ま

た
、
同
会
員
の
指
導
の
も

と
、
間
伐
材
を
使
っ
て
ベ
ン

チ
や
テ
ー
ブ
ル
も
製
作
し

た
。

　

そ
し
て
授
業
終
了
後
も
、

学
生
ら
は
引
き
続
き
自
主
的

に
看
板
・
案
内
板
の
製
作
や

ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
に
汗
を
流

し
、
こ
の
ほ
ど
森
の
中
に
公

園
を
完
成
さ
せ
た
。
活
動
に

参
加
し
た
同
大
４
年
の
本
田

ゆ
め
み
さ
ん（
21
）は
「
せ
っ

か
く
森
を
き
れ
い
に
し
た
の

だ
か
ら
、
今
後
も
学
生
の
手

で
継
続
的
に
整
備
し
、
学
生

や
市
民
に
開
け
た
癒
や
し
の

空
間
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
公

園
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

も
で
き
た
ら
楽
し
い
は
ず
」

と
話
し
て
い
る
。

　

29
日（
祝
）午
後
３
時
か
ら

秋
吉
台
国
際
芸
術
村
ホ
ー
ル

で
、「
秋
吉
台
の
響
き
２
０

０
８
・
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
か
れ
る
。

　

今
回
で
11
回
目
の
開
催
と

な
る
「
秋
吉
台
室
内
楽
セ
ミ

ナ
ー
」
の
一
環
。
毎
年
講
師

陣
に
一
流
音
楽
家
を
そ
ろ
え

る
同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
初
心

者
か
ら
プ
ロ
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
受
講
生
が
県
内
外
か

ら
集
ま
る
。
今
年
は
29
日
か

ら
５
月
４
日（
祝
）ま
で
開
か

れ
、
総
合
講
師
は
金
木
博
幸

氏
（
東
京
フ
ィ
ル
首
席
チ
ェ

リ
ス
ト
）。
講
師
陣
に
よ
る

恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
や
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
な

ど
の
名
曲
が
演
奏
さ
れ
る
。

   

全
席
自
由
で
、
前
売
り

は
一
般
２
５
０
０
円
、
学
生

以
下
千
円
。
当
日
券
は
い
ず

れ
も
５
０
０
円
増
し
。
チ
ケ

ッ
ト
の
予
約
は
、
同
実
行
委

員
会
の
上
原
さ
ん
（
☎
０
８

３

－

９
０
２

－

７
１
０

０
）
へ
。

　

な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
期
間

中
、
全
て
の
レ
ッ
ス
ン
を
聴

講
で
き
る
聴
講
生
制
度
が
今

年
も
行
わ
れ
、
当
日
の
申
し

込
み
も
可
能
。
一
日
の
聴
講

料
は
県
内
在
住
者
１
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料
（
県

外
在
住
者
は
２
千
円
）。

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

教
室
は
、
５
月
13
日
か
ら
10

月
ま
で
の
全
10
回
（
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
）。
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
の
技
法
を
学

び
、
ペ
ン
皿
な
ど
を
作
る
。

　

定
員
は
各
20
人
（
市
内
在

住
者
）。
教
材
費
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
実
費
が
必
要
。

　

申
し
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３

－

９
２
８

－

３
３
３
３
）
へ
。

　

下
竪
小
路
の
山
口
ふ
る
さ

と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

５
月
か
ら
開
催
の
「
型
染
教

室
」
と
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
教
室
」
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
る
。

　

型
染
教
室
は
、
５
月
12
日

か
ら
９
月
ま
で
の
全
10
回
、

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
開

催
。
型
染
を
学
び
な
が
ら
、

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
を
作

る
。 29日

評
価
、
判
断
の
機
会
が
奪
わ

れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
表

現
・
言
論
の
自
由
を
擁
護
す

る
立
場
か
ら
看
過
で
き
な

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。
同
感
だ
。

　

同
様
に
靖
国
神
社
参
拝
問

題
に
つ
い
て
も
、
よ
く
知
っ

た
上
で
い
ろ
い
ろ
と
判
断
し

て
い
き
た
い
。
現
時
点
で
持

つ
知
識
で
は
、
わ
た
し
は
ま

だ
コ
メ
ン
ト
で
き
る
立
場
に

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
、
行
っ
て
み
て
わ
か

っ
た
の
は
、
都
心
の
一
等
地

に
立
地
す
る
、
と
て
も
自
然

あ
ふ
れ
る
神
社
だ
と
い
う
こ

と
。
お
で
ん
や
そ
ば
、
焼
き

鳥
な
ど
の
食
事
を
提
供
す
る

外
苑
休
憩
所
も
、
レ
ト
ロ
な

雰
囲
気
で
楽
し
い
。
こ
の
よ

う
な
施
設
で
も
め
事
が
た
び

た
び
起
き
て
し
ま
う
の
は
、

実
に
残
念
だ
と
感
じ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

相
主
催
「
桜
を
見
る
会
」（
12

日
）
へ
の
参
加
、
国
会
議
事

堂
や
首
相
官
邸
、
皇
居
の
見

学
等
々
、
初
体
験
の
連
続
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
た

初
め
て
行
っ
た
の
が
靖
国
神

社
だ
。
敷
地
内
に
あ
る
展
示

館
・
遊
就
館
も
、
駆
け
足
で

拝
観
し
て
き
た
。

　

今
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
靖
国　

Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｎ
Ｉ
」
の
上
映
中
止
問
題

が
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
日
本
新
聞

協
会
は
「
上
映
中
止
は
残
念

で
な
ら
な
い
。
映
画
の
内
容

を
ど
う
評
価
す
る
か
は
個
々

人
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の

　

10
日
か
ら
12
日

に
か
け
て
東
京
へ

行
っ
て
き
た
。
参

議
院
の
厚
生
労
働

委
員
会（
10
日
）お

よ
び
本
会
議（
11

日
）
の
傍
聴
、
首


